
三星の風 第42号平成22年3月16日

第４２号
平成２２年

３月１６日

鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿

屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

http://w
w
w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

三
・四
月
の
主
な
行
事
予
定

三
月

一
七
日
（
水
）
合
格
者
発
表

一
八
日
（
木
）
合
格
者
集
合
（
中
三
）

一
九
日
（
金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

二
五
日
（
木
）
終
業
式

［
～
三
一
日
］

二
六
日
（
金
）
学
年
末
休
業

二
九
日
（
月
）
離
任
式

四
月

［
～
五
日
］

一
日
（
木
）
学
年
始
休
業

六
日
（
火
）
新
任
式

始
業
式

〃

入
学
式
準
備

七
日
（
水
）
入
学
式

八
日
（
木
）
実
力
考
査
（
二
・
三
年
）

［
～
九
日
］

〃

心
臓
検
診
（
一
年
）

九
日
（
金
）
対
面
式

〃

Ｘ
線
撮
影

一
二
日
（
月
）
朝
課
外
開
始
（
二
・
三
年
）

〃

二
者
面
談
［
～
二
三
日
］

一
四
日
（
水
）
尿
検
査
一
次
［
～
一
五
日
］

〃

歯
科
検
診

一
九
日
（
月
）
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク

［
～
二
三
日
］

二
一
日
（
水
）
宿
泊
学
習
（
一
年
）

［
～
二
三
日
］

二
三
日
（
金
）
一
日
遠
足
（
二
・
三
年
）

二
四
日
（
土
）
学
研
模
試
（
三
年
）

［
～
二
五
日
］

朝
課
外
開
始
（
一
年
）

二
六
日
（
月
）

〃

尿
検
査
一
次
［
～
二
七
日
］

二
七
日
（
火
）
新
体
力
テ
ス
ト

二
八
日
（
水
）
身
体
測
定

※

都
合
に
よ
っ
て
変
更
・
追
加
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
星
健
児
と
し
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

三
百
十
一
人
が
巣
立
っ
た
第
六
十
二
回
卒
業
式

園児との交流

園長先生の講話

励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
原
浩
一
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は

「
三
星
健

、、

、

児
の
知
力
・
徳
力
・
体
力
を
発
揮
し

健
康
で

明
る
く
、
元
気
で
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
人
物

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
は
大
隅
の
人
材
・

資
産
で
あ
る
。
愛
す
る
郷
土
、
家
族
、
地
域
の

人
々
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

」
と
先
輩
と
し
て

。

の
言
葉
も
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

送
辞
や
答
辞
に
も
、
同
じ
三
星
健
児
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
式
後
の
最
後
の
Ｈ

Ｒ
で
は
、
保
護
者
も
見
守
る
中
、
各
自
が
そ
の

思
い
を
述
べ
合
っ
て
、
和
や
か
な
中
に
も
互
い

の
努
力
を
称
え
ま
し
た
。

卒
業
生
全
員
が
、
晴
れ
や
か
な
表
情
で
母
校

を
後
に
し
ま
し
た

三
月
二
日
、
第
六
十
二
回
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
六
十
二
期
生
の
三
百
十
一
人
が
学

び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
男
子
百
五
十

八
人
、
女
子
百
五
十
三
人
の
卒
業
生
は
、
み
ん

な
晴
れ
や
か
な
表
情
で
懸
命
に
努
力
し
た
高
校

生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
上

級
学
校
で
の
勉
学
や
実
社
会
で
の
仕
事
へ
の
決

意
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。

大
迫
勝
次
校
長
は
式
辞
の
中
で

「
人
生
は
、

、

い
つ
何
が
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
。
苦
し
み

に
遭
わ
な
い
人
生
な
ど
な
い
。
苦
し
み
に
あ
っ

て
も
負
け
な
い
、
苦
し
み
を
受
け
止
め
、
苦
し。

み
は
当
然
だ
と
い
う
気
持
ち
で
生
き
て
ほ
し
い

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
失
敗
を
恐
れ
ず
、
失

敗
し
て
も
た
く
ま
し
く
生
き
て
ほ
し
い

」
と
激

。

保
育
園
実
習
の
実
施
（
一
学
年

本
校
一
年
生
三
百
十
七
人
は
、
家
庭
基

礎
の
学
習
に
お
い
て
、
保
育
園
実
習
を
実

施
し
ま
し
た
。
二
月
十
五
日
か
ら
五
回
に

分
け
て
、
学
級
ご
と
に
白
崎
保
育
園
を
訪

。

、

問
し
学
習
を
深
め
ま
し
た

生
徒
た
ち
は

乳
幼
児
と
の
交
流
や
園
長
先
生
の
講
話
を

通
し
て
、
子
ど
も
に
関
心
を
も
つ
と
と
も

に
、
親
の
役
割
や
保
育
の
重
要
性
、
保
育

士
の
仕
事
内
容
を
学
び
ま
し
た
。

一
年
六
組
の
松
山
阿
佑
美
さ
ん
（
錦
江

中
出
身
）
は
、
学
習
後
に

「
コ
ミ
ュ
ニ

、

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ぶ
よ
い
機
会

と
な
っ
た
。
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

両
親
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
た
い

」
と

。

の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。



２月２２日(月)うれしいニュース・最新版

吉井淳二記念展で受賞

（１年 錦江中出身）奨励賞 岩元杏里
作品名「不自然」

昨年度に引き続き，吉井淳二記念展で多数受賞し
ました。本校の芸術関係の部活動の今後の活躍が大
いに期待されます。
なお，同展には，岩元さん以外に本校の美術部員

５人が入選しました。

２月１８日(木)うれしいニュース・最新版

本校が「歯の優良校」として表彰

２月１８日の鹿屋市学校保健研究協議大会にお
いて，歯の優良校の審査において「優良校」に
表彰されました。むし歯予防活動の成果が認め
られ，今後の更なる取組が期待されています。

本校保健部はもとより，本校ＰＴＡ厚生保健
部活動の成果です。

三星の風 第42号平成22年3月16日

２月２０日(土)うれしいニュース・最新版

図書券の寄贈

三星会鹿児島支部同窓会・総会」が２月２０「

日に開催され，後輩たちの読書活動の推進に役

立つように，５万円の図書券を寄贈していただ

きました。早速，図書館で新刊３５冊を購入さ

せていただき活用しています。生徒の図書委員

たちもとても喜んでいます。この場を借りて感

謝申し上げます。

平成２１年度学校関係者評価委員会の評価結果（概要）

学校関係者評価とは，本校内で行われる自己評価（生徒・教職員）を元にして，保護者や地域住民・中学校関係者等の代表の
方々を委員（５人）として依頼して，本校の重点目標について評価していただく制度です。評価を実施することで，学校の組織
的・継続的な改善，学校・家庭・地域の連携協力による学校づくり，学校の教育水準の向上等を目指しています。本年度は，第
１回が６月２３日（火）に，第２回が９月１８日（金 ［行事見学のみ ，第３回が２月１５日（月）に開かれました。） ］

評価項目（重点目標） 評 価 学校関係者評価委員からの主な意見
１ 生徒と教員が一体となって授業に取り組み， ３２ ・学力の向上が図られ評価できる。個別指導や予習復習の.

進路実現へのモチベーションを高める。 習慣化等に更なる努力を望む。
・三星塾を活用して，職業観育成に取り組んでほしい。

２ 生徒は学校行事等（体育祭・文化祭・部活動 ３６ ・生徒たちの学校行事に対する取組がとても積極的だ。.
等）に主体的に取り組み，三星健児として凛々 ・生鮮芸術市場の取組が非常によい。
しく活動させる。 ・８割の生徒が部活動に所属し，自己研鑽に励み，非常に

頼もしい。
３ 服装・あいさつなどの基本的生活習慣を確立 ３６ ・価値観の多様な社会にあって，基本的な生活習慣は恥ず.
させ，交通安全指導を十分に行って事故・違反 かしくないレベルにある。
防止に努める。 ・規則正しい生活や体調管理について，家庭とのより一層

の連携を望む。
４ 生徒との個別面談やカウンセリング等を充実 ３２ ・生徒の人生設計に対して，先生方がもっと自信をもって.
させ，保護者等との連携を十分位図る。 関わってほしい。

・教職員と保護者との面談は十分である。
・校外のカウンセラーを設置している点が評価できる。

５ 校内からの情報発信を活発に行うとともに， ３２ ・生徒保護者教職員ともにボランティア活動への意識が低.
。 ， 。校外でのボランティア活動や部活動の実績を向 い 人間性の陶冶に絶好の機会なので 機会の増加を望む

上させ入学生徒の確保に努める。 ・計画的な活動を推進して，マスコミ等への情報提供に努
めてほしい。

６ その他 ・徳育を充実し，志をもって努力する生徒の育成を望む。―
・細やかな学校評価を実施し，実態や課題の把握に努力し
ていることを評価する。
・保護者アンケート「鹿屋高校に入学させてよかった 」。
の高い評価だったのですばらしいと思った。

※ 評価は４段階評価。.
※ 評価基準；４＝十分評価できる ３＝おおむね評価できる ２＝あまり評価できない １＝ほとんど評価できない

２月１６日(火)うれしいニュース・最新版

「ＰＴＡ便り」が鹿屋市最優秀賞

鹿屋市ＰＴＡ連絡協議会の平成２１年度広報
紙コンクールで 「鹿屋高校ＰＴＡ便り」が高等，
学校の７点中，最優秀賞を獲得しました。広報
部の皆さんの堅実な努力が報われました。

なお，鹿屋市ＰＴＡ連絡協議会総会の席上で
表彰される予定です。


